
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

「文学国語」東京書籍

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持
ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化の特質について理解を深め
ている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開，
描写の仕方などを的確に捉えている。
・作品の内容や解釈を踏まえ，人間，社会，自
然などに対するものの見方，感じ方，考え方を
深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く筆者の多言語体験に基づいた考えを読
み取り，学習課題に沿って言葉と自分との関係
について考えを深めようとしている。

○ ○ ○

○

○

〇

〇

〇

定期考査 〇

〇 〇

〇

１
学
期

随筆
「国語から旅立って」
【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにす
る働きがあることを理解させる。
・情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し，文章の中で使うこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊か
にさせる。
・我が国の言語文化の特質について
理解を深めさせる。
・人間，社会，自然などに対するも
のの見方，感じ方，考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開，描写の仕方などを的確に
捉えさせる。
・作品の内容や解釈を踏まえ，人
間，社会，自然などに対するものの
見方，感じ方，考え方を深めさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く筆者の多言語体験に基づい
た考えを読み取り，学習課題に沿っ
て言葉と自分との関係について考え
を深めさせる。

・指導事項
　筆者が，自分と日本語との関係が
始まったと考える出来事を読み取
る。
　筆者が，平仮名を覚えたときのこ
とをどのように捉えているか読み取
る。
　筆者が，中国語や台湾語を紙に書
けなかったことをなぜ「不思議なこ
と」と思ったか読み取る。
　筆者が主張する「世界の見え方が
変わる」経験とは，どのようなこと
か読み取り，まとめる。
　筆者が「国語から旅立って」とい
うタイトルをつけた理由を考え，ま
とめる。
　筆者の主張を踏まえ，言葉と自分
との関係について，自分自身を振り
返りながら考えをまとめる。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

定期考査

小説
「檸檬」
【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにす
る働きがあることを理解させる。
・情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し，文章の中で使うこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊か
にさせる。
・文体の特徴や修辞などの表現の技
法について，体系的に理解し使わせ
る。
・我が国の言語文化の特質について
理解を深めさせる。
・人間，社会，自然などに対するも
のの見方，感じ方，考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開，描写の仕方などを的確に
捉えさせる。
・語り手の視点や場面の設定の仕
方，表現の特色について評価するこ
とを通して，内容を解釈させる。
・文章の構成や展開，表現の仕方を
踏まえ，解釈の多様性について考察
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く「私」の言動や心理を表現
に即して読み取り，学習課題に沿っ
て「私」の心情の描かれ方について
考え，話し合わせる。

・指導事項
　「えたいの知れない不吉な塊」に
よってもたらされた「私」の心理状
態を捉える。
　「私」が「以前」心をひきつけら
れていたものと，「その頃」心がひ
きつけられたものとを順番に取り出
し，そこに見られる「私」の心情を
理解する。
　檸檬を買ってからの「私」の心情
を理解する。
　檸檬の役割の変化を捉える。
　「えたいの知れない不吉な塊」に
抑えつけられていた過去の「私」
を，語り手である現在の「私」がど
のように見ているのか話し合う。
　当時の「私」をひきつけ慰めたも
のと，抑えつけ憂鬱にさせたものと
は，それぞれ「私」にとってどのよ
うなものとして描かれているか，話
し合う。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、
我が国の言語文化の担い手としての自覚を持
ち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語 2

態

文学国語国語

領域
評価規準

　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身につけるとともに、我が国の言語文化
に対する理解を深めることができるようにす
る。

（１組：宇宿）（２組：飯島）（３組：宇宿）（４組：飯島）（５組：飯島）（６組：宇宿）（７組：飯島）（８組：宇宿）

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文体の特徴や修辞などの表現の技法につい
て，体系的に理解し使っている。
・我が国の言語文化の特質について理解を深め
ている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開，
描写の仕方などを的確に捉えている。
・語り手の視点や場面の設定の仕方，表現の特
色について評価することを通して，内容を解釈
している。
・文章の構成や展開，表現の仕方を踏まえ，解
釈の多様性について考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く「私」の言動や心理を表現に即して読
み取り，学習課題に沿って「私」の心情の描か
れ方について考え，話し合おうとしている。

1

〇 1○

12



２
学
期

【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文体の特徴や修辞などの表現の技法につい
て，体系的に理解し使っている。
・我が国の言語文化の特質について理解を深め
ている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
（小テスト・定期考査・ワークシート）
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開，
描写の仕方などを的確に捉えている。
・語り手の視点や場面の設定の仕方，表現の特
色について評価することを通して，内容を解釈
している。
・文章の構成や展開，表現の仕方を踏まえ，解
釈の多様性について考察している。
（定期考査・ワークシート）
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く登場人物の関係性と心情を描写から把
握し，今までの学習を生かして人の心のありよ
うについて考えを深め，自分の考えを話し合お
うとしている。
（観察・ノート・ワークシート）

○ ○ ○ 24

2

小説
「こころ」
【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにす
る働きがあることを理解させる。
・情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し，文章の中で使うこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊か
にさせる。
・文体の特徴や修辞などの表現の技
法について，体系的に理解させる。
・我が国の言語文化の特質について
理解を深めさせる。
・人間，社会，自然などに対するも
のの見方，感じ方，考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開，描写の仕方などを的確に
捉えさせる。
・語り手の視点や場面の設定の仕
方，表現の特色について評価するこ
とを通して，内容を解釈させる。
・文章の構成や展開，表現の仕方を
踏まえ，解釈の多様性について考察
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く登場人物の関係性と心情を
描写から把握し，今までの学習を生
かして人の心のありようについて考
えを深め，自分の考えを話し合わせ
る。

・指導事項
　Kの性格に注意して読み，「私」
がKの自白をどのように受け止めた
かを捉え，Kの自白から受けた
「私」の衝撃と心理的動揺とを整理
する。
　「私」とKの性格の違いを明らか
にしたうえで，二人の関係に注目
し，「私」がKを恐れる理由を確認
する。
　Kを恐れていた「私」が，Kに「肉
薄」するに至る経緯を整理する。
　学校の図書館から上野公園への展
開に注意して読み，Kと「私」との
心理的なやりとりを読み取り，
「私」に対するKの態度の変化を理
解する。
　「私」のKに対する「策略」とは
どのような意図と意味を持ったもの
かを把握する。
　クライマックスへの展開に注意し
て読み，Kの「精進」の内容を整理
し，彼がどのような精神生活をして
きたかを捉え，Kの精神生活や言動
についての「私」の考察を整理す
る。
　Kは「覚悟」という言葉をどのよ
うな意味で使ったと思われるかを推
測し，話し合う。
　語り手である「私」には見えるこ
とと見えないことがあることを踏ま
え，Kの心理について読者として推
理し，物語の構造を捉える。
　Kの行動を巡る「私」の心理の動
きに注意して読み，Kの過去の生き
方や性格についての「私」の考察を
整理し，その考察が，なぜ「私」の
「比較的安静な夜」につながったの
かを考える。
　「黒い影法師のような」姿のK
は，「私」に何を伝えたかったの
か，また，それを「私」はどう受け
止めたのかを，これまで学習した範
囲の中でまとめ，話し合う。
　Kの「覚悟」を「私」はどう解釈
したのか考え，「私」が「最後の決
断」に至る経緯について考える。
　「私」の求婚を承諾した時の「は
きはきしたところのある」奥さんの
人物像について，考えたことをまと
める。
　「私」の結婚の申し込み後の行
動・心理に注意して読んで，「良
心」が復活しながら，なぜ「私」が
Kに事情を話せないのか考え，ま
た，夕飯時の「私」の気持ちを読み
取る。そのうえで，「良心」が貫徹
できなかったのは何が原因なのかを
考える。
　「私」とお嬢さんの結婚につい
て，奥さんから聞いたKの様子と，
「私」の反応をまとめる。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

〇〇〇

定期考査 〇 〇 ○ ○



３
学
期

〇

定期考査

〇

1

合計

70

小説
「蠅」
【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにす
る働きがあることを理解させる。
・情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し，文章の中で使うこ
とを通して，語感を磨き語彙を豊か
にさせる。
・我が国の言語文化の特質について
理解を深めさせる。
・人間，社会，自然などに対するも
のの見方，感じ方，考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成，展開，描写の仕方な
どを的確に捉えさせる。
・文章の構成や展開，表現の仕方を
踏まえ，解釈の多様性について考察
させる。
・作品に表れているものの見方，感
じ方，考え方を捉えるとともに，作
品が成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ，作品の解釈を深さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　粘り強く視点の移動に注意しなが
ら描かれた場面や状況を読み取り，
学習課題に沿って作品の主題につい
て複数の観点から考え，話し合わせ
る。

・指導事項
　「馭者」「農婦」「若者と娘」
「母親と男の子」「田舎紳士」につ
いて，それぞれの境遇や気持ちをま
とめる。
　「蠅」の動きをまとめる。
　「農婦」に話しかけられた「馭
者」の心情を理解する。
　「若者」の心情を理解する。
　集合した人々の様子を理解する。
　状況を読み取り，表現されている
ことを考察する。
　「饅頭」がどのような役割を果た
しているか考える。
　馬車が転落し，「蠅」が飛び去る
結末から読み取れることを考える。
　この小説について，複数の観点か
ら考え，話し合う。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

〇 〇

○ ○

【知識及び技能】
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化の特質について理解を深め
ている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成，展開，描写の仕方などを的確に
捉えている。
・文章の構成や展開，表現の仕方を踏まえ，解
釈の多様性について考察している。
・作品に表れているものの見方，感じ方，考え
方を捉えるとともに，作品が成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ，作品の解釈を深
めている。
【学びに向かう力、人間性等】
　粘り強く視点の移動に注意しながら描かれた
場面や状況を読み取り，学習課題に沿って作品
の主題について複数の観点から考え，話し合お
うとしている。

○〇

〇
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